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１． はじめに
価格設定は，需要と利益に大きな影響を及ぼす
重要な課題の１つである。マーケティング研究に
おいては，消費者の値ごろ感を捉えるための様々
な調査手法が提案されてきた。中でも，Van
Westendorpによって考案されたとされる PSM
（Price Sensitivity Measurement もしくは Price
Sensitivity Meter，以下，PSMとする）は，価格
設定に関わる意思決定のための簡便な測定手法と
して，現在に至るまで実務において用いられてき
ている。後述するように PSMは被験者に価格に
関する４つの質問をし，その累積値からなる４本
の曲線を作図し，それらの交点から，より多くの
回答者に受け入れられる最適な価格を求めるとい
うものである。PSMはその調査および分析の過
程が簡便である反面，なぜその交点が値ごろ感を
表すのかについての理論的根拠がないといった問
題点もある。このような現状を鑑みて，本研究で
は PSMに用いられるデータ（以下，PSMデータ
とする）の活用方法を検討する。
２． 価格調査手法に関する先行研究
マーケティングや消費者行動研究においては，
価格調査手法として，コンジョイント分析による
手法，直接回答法，価格カテゴライゼーション，
重要度尺度法など，これまでに様々な手法が提案
されている１）。そのような中で，PSMは簡便な
調査手法として実務においてもしばしば用いられ
る手法である。
PSMは，オランダの経済学者Westendorpに
よって考案されたとされる２）価格測定手法であり，
価格感度測定法と呼ばれることもある。PSMで
は調査対象者に次のような４つの質問を尋ねる。
 安すぎて品質に不安を感じ始める価格はいく
らですか。（非受容最低価格）
 安いけれども品質に不安を感じない価格はい
くらまでですか。（受容最低価格）
 高いけれども品質が良いので購入する価値が
あると感じる価格はいくらまでですか。（受容
最高価格）
 高すぎて品質の良さに関係なく購入する価値
がないと感じ始める価格はいくらですか。（非
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PSMはこれらの４つの質問に対する回答を，
については値の小さいほうから，につい
ては値の大きいほうから順に累積パーセントを計
算し，同一グラフ上に折れ線グラフで表す（図１
はシャンプーの価格についての調査データに基づ
いて PSMを行ったものである）。作成したグラ
フの解釈にも諸説あるが，４つの交点のうちの左
端の交点から右端の交点までを，最も多くの消費
者が受け入れる価格帯，すなわち受容価格域とし
て価格設定に活用していることが一般的には多い
ようである。
PSMをもとに，日本のインターネット調査会社
であるインタースコープは PRICE２３）を開発，現
在はインタースコープを吸収したインターネット
調査会社であるマクロミルがクライアントの調査
に活用している。また，PSMそのものを活用し
ている市場調査会社や企業もみられる。
繰り返しになるが，PSMは極めて簡便な手法
であり，その集計に複雑な計算を必要とすること
なくグラフの形式に可視化されるため，迅速かつ
直観的に受容価格域を把握できるというメリット
がある。その一方で，理論的根拠に乏しいといっ
た問題もはらんでいる。すなわち，グラフは集
計レベルのグラフであり，個人の価格反応を表す
ものではないにもかかわらず，個人レベルの受容
価格域を把握できるかのような説明をしている，
各累積グラフの交点の意味が不明確であるため，
それに基づいて規定される受容価格域の意味も不
明確である，などの問題点がある４）。
本研究では，このような PSM分析の問題点の
解消を目的の１つとして，前掲の PSMの４つの
質問によって収集されたデータの新たな活用方法
の開発を試みる。具体的には，推測統計的手法の
１つである生存時間分析を用いて，理論的根拠を
備えた PSMデータを活用した分析手法の可能性
を検討する。
３． モデル構築
前述のとおり，PSMでは価格に関する４つの
質問をたずねることによりデータを収集している。
本研究では PSMの４つの質問で得られたデータ
に生存時間分析を適用する。
PSM：シャンプー
図１
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生存時間分析 価格について逆数をとって，
生存時間分析
注：1はその価格を受け入れる，0はその価格を受け入れない，を表わす
３―１ 生存時間分析とは
生存時間分析（survival analysis）とは，何らか
の事象が発生するまでの時間（生存時間）と事象
との関係性について検討する分析手法である。現
在では，製品の購買や工業製品の故障，結婚など
様々な事象の発生までの時間について検討するの
に用いられるが，生存時間分析という名前からも
分かるように，もともとは患者の死亡，疾患の寛
解など医学的な事象を検討するのに用いられてき
た分析手法である。
生存時間分析では，生存時間 Tを確率変数と
した，次式で表される確率密度関数 f（t）を考える。
f（t）＝ lim
Δt０
Pr（t＜T＜t＋Δt）
Δt
この確率密度関数 f（t）の累積確率分布関数を F
（t）としたときに，時点 t において事象が生起し
ていない確率（生存確率）は次式で表される。
S（t）＝Pr（T＞t）＝１－F（t）
ただし，この式は打ち切りのないデータの場合
であり，今回用いる分析データは打ち切りのある
データである。打ち切りとは，調査時間内に事象
が発生しないことである。この場合には次式で表
される Kaplan-Meier推定量のような推定量を用
いる。
S（t）＝
t
∏
j＝１
１－
dj
nj 
ここで，djは時点 t の死亡数，njは時点 t にお
けるリスクにさらされているサンプルの数を表し，
リスク集合（risk set）と呼ばれるものである。
３―２ 本研究における生存時間分析の適用
生存時間分析は時間と事象との関係性を検討す
る分析であるが，本研究では価格を時間に置き換
えて，価格と事象の発生との関係性を検討する。
本研究で検討する事象とは，「（その価格の）受
容」である。すなわち，生存時間分析では時間経
過における生存確率の変化を捉えることを目的と
しているが，本研究では価格の変化における消費
者の価格の受容（つまりは製品の購入）の確率の
変化を捉えることを目的とする。
PSMの質問項目のうち，とについては，
受容価格域の下限を推定する変数として用い，
については，受容価格域の上限を推定するため
の変数として用いて，２つの生存時間分析を行っ
た（図２参照）。図中における０が打ち切りであ
り，「価格の非受容」を打ち切りとして生存時間
分析を行っている。従って，今回の生存時間分析
で求める S（t）の推定値は，その価格を受け入れ
ない確率を表している。
を用いた生存時間分析では，より高価格で
あるほど受け入れられない可能性が高く，今回の
ように受け入れられない確率を求める場合には逆
になり，生存時間分析の前提に矛盾してしまう。
このため，生存時間分析の前提と適合させるため
に，価格の逆数をとって分析に適用する。
4． PSMデータへの適用
４―１ データ
本分析で用いるデータは，２０１３年３月に（株）
マクロミルのインターネットパネルを対象に調査
を行い，収集したデータである。調査対象製品カ
テゴリーはシャンプー，スナック菓子，冷蔵庫，
宿泊施設宿泊料金（札幌１泊２日），携帯電話
（本体料金）の５製品カテゴリーであり，宿泊施
設料金は１５５サンプル，それ以外については２０６
サンプル収集している。
PSM質問項目と本研究における生存時間分析の対応
図2
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４―２ 分析結果
分析は統計解析ソフト Rのパッケージ survival
の関数 servfitを用いて行っている。図３がシャン
プーの分析結果を図示したものである。本研究で
は先述した Kaplan-Meier推定量を計算し，生存
曲線を求めている。前述した通り，ここでは受容
価格域の上限と下限を求めるため，２つの生存時
間分析を行っている。図３の（a）は下限について
検討する生存時間分析であり，（b）は上限につい
て検討する生存時間分析の結果である。x軸は時
間，y軸はその時点における S（t）の推定値，す
なわち生存確率の推定値を表している。実線が生
存確率を表す生存曲線であり，点線がそれぞれの
時点（本研究ではそれぞれの価格）における生存
確率の９５％信頼区間を表している。
図４（a）は，図３の２つの生存曲線をもとに作
成したグラフである。上限を表す図３（b）の生存
曲線では x軸において元々の価格の逆数をとっ
ていたので，更に逆数をとることによって元の値
に戻している。すなわち，逆数をとって修正した
後の上限の生存曲線に下限の生存曲線を重ねあわ
せたグラフが図４である。図３と同様に，実線が
生存曲線であり，点線が９５％信頼区間を表して
いる。
４―３ 考察
ここで，得られたグラフについて考察をする。
グラフ中の x軸は価格，y軸はその価格を受けい
れない確率を表している。例えば，図５において，
価格が０円の場合には，ある顧客が「安すぎて
（品質に不安を感じるため）受け入れられない」確
率は１００％であり，逆に「高すぎて受け入れられ
ない」確率は０％である。従って，２本の曲線
が交差する点のところの価格（図５の中央の両側
矢印の価格），すなわち２本の曲線が等しく x軸
に近い位置にある価格が「安すぎて受け入れられ
ない」確率と，「高すぎて受け入れられない」こと
もない確率の両方が最も低い価格ということにな
る。
今回実証分析を行った５つのカテゴリーについ
て解釈するならば，シャンプーは１０００円，スナッ
ク菓子は１１０円から１１５円の間，冷蔵庫は５５０００
円から５９８８０円の間，ホテル宿泊料金については
１００００円から１２０００の間，携帯電話については
１５０００円あたりが，「安すぎて受け入れられない」
こともなく，「高すぎて受け入れられない」こと
もない価格ということになる。
また，２本の曲線の交差する点の位置ができる
だけ x軸に近い（低い）位置にあるほうが，そ
の価格を受け入れる割合が高いことを表している
（すなわち望ましい価格である）ことにも注意す
べきである。例えば，今回実証分析を行った５つ
のカテゴリーでは，シャンプーが最も低いところ
で交差している。y軸の値を見ると０．１（すなわ
ち１０％）よりも低い位置で交差しており，ある
回答者が１０００円という価格を受け入れる確率が
９０％以上であることを示唆している。逆に最も
高いところで交差しているのが冷蔵庫であり，交
生存時間分析結果（シャンプー，下限：「安すぎて買わな
い」価格についての生存曲線）
生存時間分析結果（シャンプー，上限「高すぎて買わな
い価格」についての生存曲線）
図3（a）
図3（b）
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分析結果：シャンプー
分析結果：スナック菓子（８０g）
図4（a）
図4（b）
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分析結果：冷蔵庫
分析結果：携帯電話（本体）
図4（c）
図4（d）
専修ビジネス・レビュー（２０１４）Vol.９No.１
48
10.9
0.8
0.7
0.6
0.5
0.4
0.3
0.2
0.1
0
1
10
00
17
99
30
00
35
00
45
00
48
00
49
80
59
88
68
00
70
00
90
00
80
00
98
00
10
00
0
12
00
5
14
00
6
15
00
0
17
98
6
19
80
2
23
00
0
25
00
0
26
00
0
28
98
6
30
03
0
35
00
0
40
00
0
50
00
0
59
88
0
80
00
0
14
99
25
生存曲線 95%信頼区間
1.2
1
0.8
0.6
0.4
0.2
0
50 80 90 10
0
12
8
14
8
16
8
19
0
20
0
24
0
25
0
28
0
29
9
33
0
35
0
38
9
39
8
49
8
55
0
60
0
75
0
10
00
20
00
30
03
45
05
59
88
69
93
80
00
90
09
10
00
0
12
00
5
13
00
4
14
99
3
20
00
0
30
03
0
50
00
0
「安すぎて
受け入れられ
ない」確率
「高すぎて
受け入れられ
ない」確率
「安すぎて受け入れら
れない」確率も「高す
ぎて受け入れられな
い」確率も低い。
最適価格
survival1
survival2
分析結果：宿泊施設料金（札幌ゴールデンウィークのプライベートでの旅行）
本研究における分析結果の解釈
図5
図4（e）
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点の y座標は０．６近い値を示している。すなわ
ち，２つの生存曲線が交差する５５０００―５９８８０円近
傍の価格であっても適切な価格として受け入れる
確率は４０％程度であることが示される。
5． まとめ
本研究では，新たな価格設定のための調査手法
を示した。本研究の貢献と今後の研究課題につい
て最後に述べておきたい。
５―１ 本研究の貢献
本研究で示した価格測定手法はこれまでの
PSMと比べて以下のような利点がある。
 PSMデータを用いて推定を行っている点。
PSM分析は，回答された値を積み上げただけ
の集計による分析であった。本研究で提案した方
法では，生存時間分析を適用することによって，
推測統計量として，その価格を受け入れない確率
（受け入れる確率）を求めている。従って，得られ
た値（分析結果の y軸の値）は，PSMのような全
体に占める割合ではなく，ある１人の顧客がその
価格を受け入れる確率を表している。このことは，
分析結果が PSMデータに含まれる外れ値に直接
的に影響される可能性を除去している。
 信頼区間の推定が可能である点。
にも関連することであるが，生存時間分析に
よって生存曲線を求めるプロセスにおいて，同時
に信頼区間を求めることが可能になった。これま
での PSM分析では，単純な累積値による分析で
あったため，信頼区間を求めることはできなかっ
た。マーケティングにおいては全数調査ではなく
標本調査が行われる場合がほとんどであることを
考えると，得られた信頼区間によって得られた生
存確率のぶれの程度が把握できることは，分析結
果の解釈においても有効であると考えられる。
 交点が１つに絞り込まれることで解釈がより
明確になった点。
先述した通り，PSMでは交点が４つあるため，
それぞれの交点と交点から生み出される距離をど
のように解釈すべきか，不明瞭であり，解釈の多
義性が１つの課題であった。今回の研究で提示し
た手法では，PSMの４本の曲線が２本の生存曲
線にまとめられたため，交点が１つになった。ま
た，そのことで PSMよりも明確な解釈が可能に
なった。
以上の３点は第２章で述べた PSMの課題の解
決の糸口となるものであり，本研究が価格調査手
法の開発に貢献した点であると言えよう。
５―２ 今後の研究課題
本研究では PSMデータに生存時間分析を適用
することによって，より多くの消費者に受け入れ
られる価格帯を把握する手法について検討した。
本研究で検討した価格はあくまでも消費者の観点
からの最適な価格であり，消費者が品質に不安を
感じず，かつ高すぎるとも感じない価格である。
従って，実際に市場において流通される販売価格
や，様々なコストを考慮した価格ではない。本研
究で提案した手法に限らず，消費者行動研究にお
ける多くの価格研究に共通して言えることである
が，本研究で提示する手法が言及する最適価格は
あくまでも消費者の観点からの最適価格であり，
競合製品や製造・販売にかかるコストを考慮した
ものではないことには注意が必要であろう。最後
に今後の研究課題について３点触れておく。
 カテゴリー特性の考慮
PSMにおいても言えることであるが，これら
の価格調査手法が前提条件としているのは，調査
対象製品カテゴリーが「価格が安すぎると不安を
感じる」カテゴリーであることである。品質を重
視することのないカテゴリーや価格が安くても品
質に不安を感じないカテゴリー（例えば，電話料
金，高速道路料金，コインパーキング，既存路線
の鉄道料金など）の場合には，「安すぎるから買
わない」ことはない。この場合，右上がりに上昇
していく，価格の上限を規定する生存曲線のみで
最適価格を検討すべきであろう。
 価格を時間軸に代替することの妥当性
本研究では，生存時間分析において通常用いら
れる時間の代わりに価格を用いて分析している。
本研究が成り立つための前提として必要不可欠な
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条件であるが，このことが妥当かどうかについて
も検討する必要がある。
 参照価格研究における知見との整合性
本研究では，価格を時間軸においた生存時間分
析を行っている。このことは，時間の流れと同様
に，価格が０円から始まり，一定の単位ずつ（例
えば１円ずつ）上昇していくことを前提として分
析を行っていることを意味している。一方で，参
照価格研究においては，前期の価格や前期の価格
との価格差が現在の参照価格や購買の発生に影響
していることが示唆されており，実務における
EDLP価格戦略や Hi-Lo価格戦略といった価格戦
略の有効性の議論の理論的根拠となっている。本
研究における，価格が時間に比例して増加すると
いう前提はこれらの知見を反映していないため，
それらを取り入れたモデルを今後は考慮する必要
がある。今回のモデルは共変量を一切考慮せず，
時間変化（価格変化）のみを考慮するノンパラメ
トリックモデルであったため，共変量を考慮する
パラメトリックモデルにおいて参照価格研究にお
ける知見を組み込むことも，今後検討すべきであ
ろう。
更には，本研究では５製品カテゴリーについて
分析を行ったが，推定された値（価格）の妥当性
など，より多くの製品カテゴリーにおいて検証す
る必要がある。本研究は，PSMデータの活用の
ための分析手法に関する一考察にすぎず，分析の
精度，分析の妥当性など，更なる検証が必要であ
ろう。
注
１）Monroe（１９９０），上田（１９９５，２００５），奥瀬（２００２）な
どを参照。
２）山川・佐々木（２００４）は PSMの起源はフランスの経
済学者 Stoetzelが開発した手法にあるとしている。
３）マクロミル（２０１３）参照。
４）上田（２００５）においても，PSMの課題を指摘している。
本研究は，平成２３年度専修大学研究助成（個人研究）
「価格提示方法が参照価格に及ぼす影響に関する実証研
究」の研究成果である。
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